
予防接種健康被害救済制度について 

厚生労働省 

健康被害救済制度とは 

予防接種の副反応による健康被害は、極めて稀ですが、不可避的に生ずるものですので、接種に係

る過失の有無にかかわらず、予防接種と健康被害との因果関係が認定された方を迅速に救済するも

のです。 

予防接種法に基づく予防接種を受けた方に健康被害が生じた場合、その健康被害が接種を受けたこ

とによるものであると厚生労働大臣が認定したときは、市町村により給付が行われます。申請に必

要となる手続き等については、予防接種を受けられた時に住民票を登録していた市町村にご相談く

ださい。（厚生労働大臣の認定にあたっては、第三者により構成される疾病・障害認定審査会によ

り、因果関係に係る審査が行われます。） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染者が国内で初確認されてから 15 日で 5年。感染者数は抗体保有率の調査

から昨年 3月時点で 7千万人以上と推計され、人口動態統計による死者数の累計は同 8月時点で

13 万人に上る。オミクロン株による感染が急拡大した 2022 年をピークに死者数は減っているが、

インフルエンザより圧倒的に多い。流行は今も夏と冬に繰り返されており、警戒が続いている。 

 

 

 

 

 

 


